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２学年台湾見学旅行 ～充実した５日間となりました。 
２学年は 10 月 21 日（火）から４泊５日で見学旅行、台湾を訪れました。今、ホームペ

ージでも記事をアップしているところなので、ぜひそちらもご覧いただきたいのですが、

このたよりでは、旅行の様子をダイジェスト版としてお伝えしたいと思います。 

【第１日】大樹→（大樹町バス）→新千歳→（飛行機）→台北 ※台湾現地はバス 

 スタートは台湾周辺の大雨の影響で、使用飛行機の出発が大幅に遅れ、台北のホテルに

到着したのは深夜となってしまいました。一日、すべて移動で終わってしまったわけです

が、私たち人間は天候や自然の猛威をどうすることもできません。そういったことを感じ

た、また、こういう予定変更もあるということも学ぶことができたのではないでしょうか。 

 

  

 

 

 
 

【第２日】故宮博物院→飲茶→台北→ （新線））→高雄→寿山情人観景台→火鍋 

 雨のため、忠烈祠（過去の革命や戦争などの争乱で亡くなった霊がまつられているとこ

ろ）での衛兵交代式は見学できなかったのは残念ですが、故宮博物院 （ くの国宝を展示）

の見学、バスの車窓から台北市内を見学しました。途中、免税店にも寄り、台湾ドル（元）

を使って初めての買い物をしました。また、高雄への移動は新線）を利用。時速 290km の

スピードはなかなかでした。食事は、昼は飲茶料理、夜は火鍋料理をいただきました。 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

  

 

 

このまちの、すべてが教材です。
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【第３日】パイナップル農場体験→義守大学訪問・交流→大樹区表敬訪問 

 台湾はパイナップルやライチの名産地。農場体験では実際にパイナップル収穫を行い、

試食させていただきました。義守大学訪問では、科目「地域デザイン」で取り組んだ地域

課題について、現地の日本語学科の大学生に発表し、意見交換しました。また、日本での

遊びの文化を一緒に取り組みました。その後、代表生徒は大樹町との友好都市関係にある

大樹区役所へ表敬訪問を行い、大樹区の歴史、街づくり、農業等の説明を受けました。前

日から宿泊していたホテルは大変立派な総合型リゾート施設で、夜は近くの観覧車で夜景

を楽しむ生徒やショッピングセンターで買い物をする生徒がいました。 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 
 

【第４日】高雄市内自主研修→高雄→（新線））→台北→士林夜市 

 グループに分かれ、義守大学の学生とともに、高雄市内の自主研修を行いました。各グ

ループ、事前にオンラインでの打ち合わせを含めた計画をもとに、観光スポットに向かい、

大学生と交流しながら楽しい時間を過ごしました。新線）で台北に戻り、夜市に行きまし

た。各自、屋台で、好みの台北の庶民料理を食べ、観光のほぼすべてが終わりました。 

 

 

 

 

 

 

【第５日】台北→（飛行機）→新千歳→（大樹町バス）→大樹 

 ５日間を通しての生徒の感想は一人ひとり違うでしょうが、 

本校の教育で大切にしている一つ「共生」について、実体験を 

通じ、地域理解、国際理解を深めてくれたことは間違いありま 

せん。本校の台湾への見学旅行は、今後も大樹町の支援をいた 

だきながら、大切にしていきたいと考えています。 

 あらゆる形で支援いただいたご家族、皆様に感謝申し上げます。 


